
V 要介護4   

Vi要介護5  

b 病院療養病床短期入所療養介護費（ii）  

l 経過的要介護  
ii 要介護1  

iii要介護2   

岳v 要介護3   

V 要介護4   

Vi要介護5  

V 要介護4   

Vi要介護5  

b 病院療養病床短期入所療養介護費（ii）  

1，030単位  

1，071単位  

1，030単位  

1，0了1単位  

557単位   

742単位   

853単位  

1，004単位  

1，161単位  

1，202単位  

l 経過的要介護  

ii 要介護1  

iii要介護2  

iv 要介護3  

V 要介護4  

Vi要介護5  

（2）病院療養病床経過型短期入所療養介護費  

557単位  

742単位  

853単位  

1，004単位  

1，161単位  

1，202単位  

（1日につき）  （2）病院療養病床経過型短期入所療養介護費（1日につき）   

卜）病院療養病床経過型短期入所療養介護費（Ⅰ）  

a 病院療養病床経過型短期入所療養介護費（i）  
l 経過的要介護   

ji 

せ iv㈲  
L V㈲  

b 病院療養病床経過型短期入所療養介護費（ii）   

∽4単位  

701単位  

jll単位  

卵1単位  

1，052単位  

1，143単位  

引8単位  

832単位  

942単位  

し092単位  

1，183単位  

1，274単位  

l 経過的要介護  

ii要介護1  

錘j越し 
虹 V碑  
Vi要介護5  

（コ 病院療養病床経過型短期入所療養介護費（Ⅱ）  

ト）病院療養病床経過型短期入所療養介言隻費（Ⅰ）   

a 経過的要介護  
む＿＿拙娘髄辿蛸卿魁モi 

l 経過的要介護   

も」翼全盛 

iii要介護2  iv㈲   
V 要介護4   

Vi要介護5  

b 病院療養病床経過型短期入所療養介護費（ii）  

534単位  5 

701単位  

8＝単位   

引9単位  

1．010単位  

LlOl単位  

618単位  

b 要介護1 b㈲ 701単位  

c 要介護2  811単位  

d 要介護3  919単位  e要恥 1，010単位  

f 要介護5  1，101単位  

亡二 

a 経過的要介護  618単位  t 経過的要介護   
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b 要介護1  832単位  ii要介護1  832単位  

c 要介護2  942単位  ji要介護2 ＝閲 942単位  

V 要介護3  1，050単位  d 要介護3  1，050単位  

e 要介護4  1，141単位  V 要介護4  1．141単位  

f 要介護5  1，232単位  Vi㈲ 1，232単イ立  

（3）ユニット型病院療養病床短期入所療養介護費（1日につき）  

（－）ユニット型病院療養病床短期入所療養介護費（Ⅰ）   

（3）ユニット型病院療養病床短期入所療養介護費（1日につき）  

（；）ユニット型病院療養病床短期入所療養介護費（Ⅰ）   

a 経過的要介護   

b 要介護1   

c 要介護2   

d 要介護3   

e 要介護4   

f 要介護5  

（二）ユニット型病院療養病床短期入所療養介護貴（Ⅱ）   

a 経過的要介護   

b 要介護1   

c 要介護2   

d 要介護3   

e 要介護4   

f 要介護5   

a 経過的要介護   

b 要介護1   

c 要介護2   

d 要介護3   

e 要介護4   

f 要介護5  

（二）ユニット型病院療養病床短期入所療養介護費（Ⅱ）   

a 経過的要介護   

b 要介護1   

c 要介護2   

d 要介護3   

e 要介護4   

f 要介護5   

625単位   

835単位   

945単位  

1．183単位  

1．284単位  

1，375単位  

625単位   

835単位   

945単位  

1，183単位  

1，284単位  

1，375単位  

625単位   

835単位   

945単位  

1，183単位  

1．284単位  

1，375単位   

625単位   

835単位   

945単位  

1，183単位  

1，284単位  

1．375単位  ㈱刈？   
皇L   

ト）ユニット型病院療養病床経過型短期入所療養介護費（Ⅰ）  

a 経過的要介護  625単位  

b 要介護1  
c 軍介準2  

d 要介護3  

e 要介護4   

鱒5単位   

錮5単位  

1」095単位  

1，186単位   f 要介護5  f閲 1，277単位  

亡）ユニット型病院療養病床経過型短期入所療養介言隻費し鱒）   a朋 625単位   

b 要介護1  835単位  

c 要介護2  945単位  d㈲ 1，095単位  

e 要介護4  1．186単位   
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f㈲ 1，277単位  

捏 特定病院療養病床短期入所療養介護費（1日につき） 760単位  
注1（1）から（4）までについて、療養病床（医療法（昭和23年法律第2   

埋 特定病院療養病床短期入所療養介護費（1日につき） 760単位  

注1（1）から（3）までについて、療養病床（医療法（昭和23年法律第2   

05号）第7条第2項第4号に規定する療養病床をいう。以下同   
じ。）を有する病院である指定短期入所療養介護事業所であっ   
て、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合し、かつ、別に   

厚生労働大臣が定める夜勤を行う職員の勤務条件に関する基準   
を満たすものとして都道府県知事に届け出たものにおける当該   
届出に係る病棟（療養病床に係るものに限る。）において、指   

定短期入所療養介護を行った場合に、当該施設基準に掲げる区   
分及び別に厚生労働大臣が定める基準に掲げる区分に従い、利   
用者の要介護状態区分に応じて、それぞれ所定単位数を算定す   
る。ただし、当該夜勤を行う職員の勤務条件に関する基準を満   

たさない場合は、所定単位数から25単位を控除して得た単位数   

を算定する。なお、利用者の数又は医師、看護職員若しくは介   
護職員の員数が別に厚生労働大臣が定める基準に該当する場合   
は、別に厚生労働大臣が定めるところにより算定する。  

2 旦について、療養病床を有する病院である指定短期入所療養   
介護事業所であって、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適   
合し、かつ、別に厚生労働大臣が定める夜勤を行う職員の勤務   

条件に関する基準を満たすものとして都道府県知事に届け出た   
ものにおける当該届出に係る病棟（療養病床に係るものに限る。）   

において、利用者（別に厚生労働大臣が定める者に限る。）に   

対して、日中のみの指定短期入所療養介護を行った場合に、所   

定単位数を算定する。ただし、当該夜勤を行う職員の勤務条件   

に関する基準を満たさない場合は、所定単位数から25単位を控   

除して得た単位数を算定する。なお、利用者の数又は医師、看   
護職員若しくは介護職員の員数が別に厚生労働大臣が定める基   
準に該当する場合は、別に厚生労働大臣が定めるところにより   
算定する。  

3 ㈲及び㈱について、別に厚生労働大臣が定める基準を満たさ   
ない場合は、1日につき所定単位数の100分の9了に相当する単位   

数を算定する。  

4 別に厚生労働大臣が定める施設基準に該当する指定短期入所   
療養介護事業所については、病院療養病床療養環境減算として、   

05号）第7条第2項第4号に規定する療養病床をいう。以下同   

じ。）を有する病院である指定短期入所療養介護事業所であっ   
て、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合し、かつ、別に   
厚生労働大臣が定める夜勤を行う職員の勤務条件に関する基準   
を満たすものとして都道府県知事に届け出たものにおける当該   

届出に係る病棟（療養病床に係るものに限る。）において、指   
定短期入所療養介護を行った場合に、当該施設基準に掲げる区   
分及び別に厚生労働大臣が定める基準に掲げる区分に従い、利   

用者の要介護状態区分に応じて、それぞれ所定単位数を算定す   
る。ただし、当該夜勤を行う職員の勤務条件に関する基準を満   

たさない場合は、所定単位数から25単位を控除して得た単位数   
を算定する。なお、利用者の数又は医師、看護職員若しくは介   
護職員の員数が別に厚生労働大臣が定める基準に該当する場合   

は、別に厚生労働大臣が定めるところにより算定する。  

2 担について、療養病床を有する病院である指定短期入所療養   
介護事業所であって、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適   

合し、かつ、別に厚生労働大臣が定める夜勤を行う職員の勤務   

条件に関する基準を満たすものとして都道府県知事に届け出た   
ものにおける当該届出に係る病棟（療養病床に係るものに限る。）   

において、利用者（別に厚生労働大臣が定める者に限る。）に   

対して、日中のみの指定短期入所療養介護を行った場合に、所   

定単位数を算定する。ただし、当該夜勤を行う職員の勤務条件   

に関する基準を満たさない場合は、所定単位数から25単位を控   
除して得た単位数を算定する。なお、利用者の数又は医師、看   
護職員若しくは介護職員の員数が別に厚生労働大臣が定める基   
準に該当する場合は、別に厚生労働大臣が定めるところにより   
算定する。  

3 旦について、別に厚生労働大臣が定める基準を満たさない場   
合は、1日につき所定単位数の100分の97に相当する単位数を算   
定する。  

4 別に厚生労働大臣が定める施設基準に該当する指定短期入所   
療養介護事業所については、当該基準に掲げる区分に従い、1  
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1日につき25単位を所定単位数から減算する。  ！引三っき次lこ掲げる単位数を所定単位数から減算する。  

イ 病院療養病床療養環境減算（Ⅰ）  25単位   

ロ 病院療養病床療養環境減算（Ⅱ）  85単位  

5 医師の配置について、医療法施行規則（昭和23年厚生省令第5   
0号）第49条の規定が適用されている病院については、1日につ   

き12単位を所定単位数から減算する。  

6 別に厚生労働大臣が定める夜勤を行う職員の勤務条件に関す   

る基準を満たすものとして都道府県知事に届け出た指定短期入   
所療養介護事業所については、当該基準に掲げる区分に従い、  

1日につき次に掲げる単位数を所定単位数に加算する。  

5 医師の配置について、医療法施行規則（昭和23年厚生省令第5   
0号）第49条の規定が適用されている病院については、1日につ   

き12単位を所定単位数から減算する。  

6 別に厚生労働大臣が定める夜勤を行う職員の勤務条件に関す   

る基準を満たすものとして都道府県知事に届け出た指定短期入   
所療養介護事業所については、当該基準に掲げる区分に従い、  

1日につき次に掲げる単位数を所定単位数に加算する。  

イ 夜間勤務等看護（Ⅰ）  

ロ 夜間勤務等看護（Ⅱ）  

ハ 夜間勤務等看護（Ⅲ）  

イ 夜間勤務等看護（Ⅰ）  

ロ 夜間勤務等看護（Ⅱ）  

ハ 夜間勤務等看護（Ⅲ）  

23単位  

14単位  

7単位  

7 利用者の心身の状態、家族等の事情等からみて送迎を行うこ   
とが必要と認められる利用者に対して、その居宅と指定短期入   

所療養介護事業所との間の送迎を行う場合は、片道につき184単   

位を所定単位数に加算する。  

8 次のいずれかに該当する者に対して、病院療養病床短期入所   

療養介護費（Ⅰ）、病院療養病床短期入所療養介護費（Ⅱ）若しく   

は病院療養病床短期入所療養介護費（Ⅲ）又は病院療養嘩床繹嘩   

型短期入所療養介護費（Ⅰ）若しくは病院療養病床経過型短期入  

7 弄り用者の心身の状態、家族等の事情等からみて送迎を行うこ   
とが必要と認められる利用者に対して、その居宅と指定短期入   
所療養介護事業所との間の送迎を行う場合は、片道につき184単   

位を所定単位数に加算する。  

8 次のいずれかに該当する者に対して、病院療養病床短期入所   

療養介護費（Ⅰ）、病院療養病床短期入所療養介護責（Ⅱ）若しく   

は病院療養病床短期入所療養介護責（Ⅲ）又は病院療養病床経過   

聖短期閲する場合は、それぞれ、病院療養   

病床短期入所療養介護費（Ⅰ）の病院療養病床短期入所療養介護   

費（ii）、病院療養病床短期入所療養介護費（Ⅱ）の病院療養病床   

短期入所療養介護費（iり若しくは病院療養病床短期入所療養介   

護費（Ⅲ）の病院療養病床短期入所療養介護費（ii）又は病院療養   

病床経過型短期入所療養介護費（Ⅱ）を算定する。  

所療養介護費（Ⅱ）を支給する場合は、それぞれ、病院療養病床  

短期入所療養介護費（Ⅰ）の病院療養病床短期入所療養介護費  
（ii）、病院療養病床短期入所療養介護費（Ⅱ）の病院療養病床短  

期入所療養介護費（ii）若しくは病院療養病床短期入所療養介護  

費（Ⅲ）の病院療養病床短期入所療養介護費川）又は病院療養病  

床経過型短期入所療養介護費（Ⅰ）の病院療養病床経過聖短期入  

所療養介護費（ii）若しくは病院療養病床経過型短期入所療養介  

護襲‖Ⅰ）の病院療養病床経過型短期入所療養介護費（吊を算定  

する。  

イ 感染症等により、従来型個室の利用の必要があると医師が   

判断した者  

口 別に厚生労働大臣が定める基準に適合する従来型個室を利   

用する者  

ハ 著しい精神症状等により、同室の他の利用者の心身の状況   

イ 感染症等により、従来型個室の利用の必要があると医師が   

判断した者  

口 別に厚生労働大臣が定める基準に適合する従来型個室を利   

用する者  

ハ 著しい精神症状等により、同室の他の利用者の心身の状況  
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に重大な影響を及ぼすおそれがあるとして、従来型個室の利  

用の必要があると医師が判断した者   

9 指定施設サービス等介護給付責単位数表の規定により、注1  

及び注6の規定による届出に相当する介護療養施設サービスに  

係る届出があったときは、注1及び注6の規定による届出があ  

ったものとみなす。  

10 利用者が連続して30日を超えて指定短期入所療養介護を受け  

ている場合においては、30日を超える日以降に受けた指定短期  

入所療養介護については、療養病床を有する病院における短期  

入所療養介護費は、算定しない。  

凰 栄養管理体制加算  

（－）管理栄養士配置加算  12単位   

仁）栄養士配置加算  10単位   

注1 卜）については、次に掲げるいずれの基準にも適合するもの  

として都道府県知事に届け出た指定短期入所療養介護事業所  

について、1日につき所定単位数を加算する。  

イ 管理栄養士を1名以上配置していること。  

ロ 別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定短期入所  

療養介護事業所であること。  

2 亡）については、次に掲げるいずれの基準にも適合するもの  

として都道府県知事に届け出た指定短期入所療養介護事業所  

について、1日につき所定単位数を加算する。ただし、この  

場合において、管理栄養士配置加算を算定している場合は、  

算定しない。  

イ 栄養士を1名以上配置していること。  

ロ 別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定短期入所  

療養介護事業所であること。  

辺 療養食加算 23単位   

注 次に掲げるいずれの基準にも適合するものとして都道府県知  

事に届け出て当該基準による食事の提供を行う指定短期入所療  

養介護事業所が、別に厚生労働大臣が定める療養食を提供した  

ときは、1日につき所定単位数を加算する。  

イ 食事の提供が管理栄養士又は栄養士によって管理されてい  

ること。  

口 利用者の年齢、心身の状況によって適切な栄養量及び内容   

に重大な影響を及ぼすおそれがあるとして、従来型個室の利  
用の必要があると医師が判断した者   

9 指定施設サービス等介護給付費単位数表の規定により、注1  
及び注6の規定による届出に相当する介護療養施設サービスに  

係る届出があったときは、注1及び注6の規定による届出があ  
ったものとみなす。  

10 利用者が連続して30日を超えて指定短期入所療養介護を受け  
ている場合においては、30日を超える日以降に受けた指定短期  

入所療養介護については、療養病床を有する病院における短期  
入所療養介護費は、算定しない。  

捏 栄養管理体制加算  
（－）管理栄養士配置加算  12単位  

（二）栄養士配置加算  10単位   

注1（－）については、次に掲げるいずれの基準にも適合するもの  

として都道府県知事に届け出た指定短期入所療養介護事業所  
について、1日につき所定単位数を加算する。  

イ 管理栄養士を1名以上配置していること。  

ロ 別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定短期入所  
療養介護事業所であること。  

2 亡）については、次に掲げるいずれの基準にも適合するもの  

として都道府県知事に届け出た指定短期入所療養介護事業所  
について、1日につき所定単位数を加算する。ただし、この  

場合において、管理栄養士配置加算を算定している場合は、  

算定しない。  

イ 栄養士を1名以上配置していること。  
ロ 別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定短期入所  

療養介護事業所であること。  

担 療養食加算 23単位   
注 次に掲げるいずれの基準にも適合するものとして都道府県知  

事に届け出て当該基準による食事の提供を行う指定短期入所療  
養介護事業所が、別に厚生労働大臣が定める療養食を提供した  
ときは、1日につき所定単位数を加算する。  

イ 食事の提供が管理栄養士又は栄養士によって管理されてい  

ること。  

口 利用者の年齢、心身の状況によって適切な栄養量及び内容  
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の食事の提供が行われていること。  

ハ 食事の提供が、別に厚生労働大臣が定める基準に適合する  

指定短期入所療養介護事業所において行われていること。  
辺 緊急短期入所ネットワーク加算  50単位   

注 別に厚生労働大臣が定める基準に適合するものとして都道府  

県知事に届け出た指定短期入所療養介護事業所が、利用者（別  
に厚生労働大臣が定める者に限る。）に対し、指定短期入所療  

養介護を行った場合は、1日につき所定単位数を加算する。  

捏 特定診療責  
利用者に対して、指導管理、リハビリテーション等のうち日常   

的に必要な医療行為として別に厚生労働大臣が定めるものを行っ   
た場合に、別に厚生労働大臣が定める単位数に10円を乗じて得た  

の食事の提供が行われていることこ  

ハ 食事の提供が、別に厚生労働大臣が定める基準に適合する  

指定短期入所療養介護事業所において行われていること。  

凰 緊急短期入所ネットワーク加算  50単位   

注 別に厚生労働大臣が定める基準に適合するものとして都道府  

県知事に届け出た指定短期入所療養介護事業所が、利用者（別  

に厚生労働大臣が定める者に限る。）に対し、指定短期入所療  

養介護を行った場合は、1日につき所定単位数を加算する。  

捏 特定診療費  

利用者に対して、指導管理、リハビリテーション等のうち日常   

的に必要な医療行為として別に厚生労働大臣が定めるものを行っ   

た場合に、別に厚生労働大臣が定める単位数に10円を乗じて得た  

客員を算定する。  

ハ 療養病床を有する診療所における短期入所療養介護費  

（1）診療所療養病床短期入所療養介護費（1日につき）   

（－）診療所療養病床短期入所療養介護費（Ⅰ）  

a 診療所療養病床短期入所療養介護責（i）  

l 経過的要介護  

ii 要介護1  

jii要介護2  

iv 要介護3  

V 要介護4  

Vi要介護5  

b 診療所療養病床短期入所療養介護費（ii）  

】 経過的要介護  

jj 要介護1  

iii要介護2  

iv 要介護3  

V 要介護4  

Vi要介護5   

（二）診療所療養病床短期入所療養介護費（Ⅱ）  

a 診療所療養病床短期入所療養介護貴（i）  

l 経過的要介護  

ii 要介護1  

iii要介護2   

額を算定する。  

ハ 療養病床を有する診療所における短期入所療養介護費  

（1）診療所療養病床短期入所療養介護費（1日につき）   

（－）診療所療養病床短期入所療養介護費（Ⅰ）  

a 診療所療養病床短期入所療養介護費（i）  

l 経過的要介護  

ii要介護1  

iii要介護2  

iv 要介護3  

V 要介護4  

Vi要介護5  

b 診療所療養病床短期入所療養介護費（ii）  

l 経過的要介護  

ii要介護1  

iii要介護2  

iv 要介護3  

V 要介護4  

Vi要介護5  

仁）診療所療養病床短期入所療養介護費（Ⅱ）  

a 診療所療養病床短期入所療養介護費（i）  

l 経過的要介護  

ii要介護1  

iii要介護2   

517単位   

682単位   

734単位   

786単位   

837単位   

889単位  

601単位   

813単位   

865単位   

917単位   

968単位  

1，020単位  

517単位   

682単位   

734単位   

786単位   

837単位   

889単位  

601単位   

813単位   

865単位   

917単位   

968単位  

1，020単位  

447単位  

592単位  

638単位  

447単位  

592単位  

638単位   
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iv 要介護3   

V 要介護4   

Vi 要介護5  

b 診療所療養病床短期入所療養介護費（ii）  

l 経過的要介護  

ii 要介護1  
i岳・要介護2  

iv 要介護3   

V 要介護4   

Vi 要介護5  

684単位  

730単位  

776単位  

536単位  

723単位  

769単位  

815単位  

861単位  

907単位  

iv 要介護3   

V 要介護4   

Vi要介護5  

b 診療所療養病床短期入所療養介護費（ii）  

l 経過的要介護  

ii要介護1  

iii要介護2  

iv 要介護3   

V 要介護4   

Vi要介護5  

684単位  

730単位  

7了6単位  

536単位  

723単位  

769単位  

815単位  

861単位  

907単位  

（2）ユニット型診療所療養病床短期入所療養介護費（1日につき）  （2）ユニット型診療所療養病床短期入所療養介護費（1日につき）  

（－）ユニット型診療所療養病床短期入所療養介護費（Ⅰ）   

a 経過的要介護   

b 要介護1   

c 要介護2   

d 要介護3   

e 要介護4   

f 要介護5  

仁）ユニット型診療所療養病床短期入所療養介護費（Ⅱ）   

a 経過的要介護   

b 要介護1   

c 要介護2   

d 要介護3   

e 要介護4   

f 要介護5   

（－）ユニット型診療所療養病床短期入所療養介護費（Ⅰ）   

a 経過的要介護   

b 要介護1   

c 要介護2   

d 要介護3   

e 要介護4   

f 要介護5  

（二）ユニット型診療所療養病床短期入所療養介護費（Ⅱ）   

a 経過的要介護   

b 要介護1   

c 要介護2   

d 要介護3   

e 要介護4   

f 要介護5   

608単位   

816単位   

868単位   

920単位   

971単位  

1．023単位  

608単位   

816単位   

868単位   

920単位   

971単位  

1，023単位  

608単位   

816単位   

868単位   

920単位   

971単位  

1，023単位  

608単位   

816単位   

868単位   

920単位   

971単位  

1．023単位  

（3）特定診療所療養病床短期入所療養介護費（1日につき）  

760単位  

注1（1）及び（2）について、療養病床を有する診療所である指定短期  

入所療養介護事業所であって、別に厚生労働大臣が定める施設  

基準に適合しているものとして都道府県知事に届け出たものに  
おける当該届出に係る病室（療養病床に係るものに限る。）に  
おいて、指定短期入所療養介護を行った場合に、当該施設基準  

に掲げる区分及び別に厚生労働大臣が定める基準に掲げる区分  
に従い、利用者の要介護状態区分に応じて、それぞれ所定単位  

数を算定する。ただし、利用者の数が別に厚生労働大臣が定め  

（3）特定診療所療養病床短期入所療養介護費（1日につき）  

760単位  

注1（1）及び（2）について、療養病床を有する診療所である指定短期  

入所療養介護事業所であって、別に厚生労働大臣が定める施設  
基準に適合しているものとして都道府県知事に届け出たものに  

おける当該届出に係る病室（療養病床に係るものに限る。）に  
おいて、指定短期入所療養介護を行った場合に、当該施設基準  

に掲げる区分及び別に厚生労働大臣が定める基準に掲げる区分  
に従い、利用者の要介護状態区分に応じて、それぞれ所定単位  

数を算定する。ただし、利用者の数が別に厚生労働大臣が定め   
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る基準に該当する場合は、別に厚生労働大臣が定めるところに   

より算定する。  

2（3）について、療養病床を有する診療所である指定短期入所療   

養介護事業所であって、別に厚生労働大臣が定める施設基準に   

適合しているものとして都道府県知事に届け出たものにおける   

当該届出に係る病室（療養病床に係るものに限る。）において、   

利用者（別に厚生労働大臣が定める者に限る。）に対して、日   

中のみの指定短期入所療養介護を行った場合に、所定単位数を   

算定する。ただし、利用者の数が別に厚生労働大臣が定める基   

準に該当する場合は、別に厚生労働大臣が定めるところにより   

算定する。  

3 （2＝こついて、別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たさな   

い場合は、1日につき所定単位数の100分の97に相当する単位数   

を算定する。  

4 別に厚生労働大臣が定める施設基準に該当する指定短期入所   

療養介護事業所については、診療所療養病床設嘩基準減算と⊥   

て、1日につき60単位を所定単位数から減算する。  

る基準に該当する場合は、別に厚生労働大臣が定めるところに   

より算定する。  

2（3）について、療養病床を有する診療所である指定短期入所療   
養介護事業所であって、別に厚生労働大臣が定める施設基準に   
適合しているものとして都道府県知事に届け出たものにおける   
当該届出に係る病室（療養病床に係るものに限る。）において、   

利用者（別に厚生労働大臣が定める者に限る。）に対して、日   

中のみの指定短期入所療養介護を行った場合に、所定単位数を   
算定する。ただし、利用者の数が別に厚生労働大臣が定める基   

準に該当する場合は、別に厚生労働大臣が定めるところにより   
算定する。  

3（2）について、別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たさな   
い場合は、1日につき所定単位数の100分の97に相当する単位数   
を算定する。  

4 別に厚生労働大臣が定める施設基準に該当する指定短期入所   

療養介護事業所については、1日につき60単位を所定単位数か   
ら減算する，。  

※ 別に厚生労働大臣が定める施設基準   

○ 病室に隣接する廊下の幅が内法による測定で1．8m（両側に病室  

がある廊下については2．7m）未満であること。  

5 利用者の心身の状態、家族等の事情等からみて送迎を行うこ   
とが必要と認められる利用者に対して、その居宅と指定短期入   

所療養介護事業所との間の送迎を行う場合は、片道につき184単   

位を所定単位数に加算する。  

6 次のいずれかに該当する者に対して、診療所療養病床短期入   

所療養介護費（Ⅰ）又は診療所療養病床短期入所療養介護費（Ⅱ）   

を支給する場合は、それぞれ、診療所療養病床短期入所療養介   

護責（Ⅰ）の診療所療養病床短期入所療養介護費（ii）又は診療所   

療養病床短期入所療養介護責（Ⅱ）の診療所療養病床短期入所療   

養介護責（ii）を算定する。   

イ 感染症等により、従来型個室の利用の必要があると医師が  

判断した者   

口 別に厚生労働大臣が定める基準に適合する従来型個室を利  

5 利用者の心身の状態、家族等の事情等からみて送迎を行うこ   
とが必要と認められる利用者に対して、その居宅と指定短期入   

所療養介護事業所との間の送迎を行う場合は、片道につき184単   

位を所定単位数に加算する。  

6 次のいずれかに該当する者に対して、診療所療養病床短期入   

所療養介護費（Ⅰ）又は診療所療養病床短期入所療養介護費（Ⅱ）   

を支給する場合は、それぞれ、診療所療養病床短期入所療養介   

護費（Ⅰ）の診療所療養病床短期入所療養介護費（ii）又は診療所   

療養病床短期入所療養介護費（Ⅱ）の診療所療養病床短期入所療   

養介護費（ii）を算定する。   

イ 感染症等により、従来型個室の利用の必要があると医師が  

判断した者   

口 別に厚生労働大臣が定める基準に適合する従来型個室を利  
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用する者  

ハ 著しい精神症状等により、同室の他の利用者の心身の状況  

に重大な影響を及ぼすおそれがあるとして、従来型個室の利  
用の必要があると医師が判断した者   

7 指定施設サービス等介護給付費単位数表の規定により、注1  
の規定による届出に相当する介護療養施設サービスに係る届出  
があったときは、注1の規定による届出があったものとみなす。   

8 利用者が連続して30日を超えて指定短期入所療養介護を受け  
ている場合においては、30日を超える日以降に受けた指定短期  
入所療養介護については、療養病床を有する診療所における短  

期入所療養介護費は、算定しない。  
（4）～（7）（略）  

用する者  

ハ 著しい精神症状等により、同室の他の利用者の心身の状況  

に重大な影響を及ぼすおそれがあるとして、従来型個室の利  
用の必要があると医師が判断した者   

7 指定施設サービス等介護給付費単位数表の規定により、注1  
の規定による届出に相当する介護療養施設サービスに係る届出  
があったときは、注1の規定による届出があったものとみなす。   

8 利用者が連続して30日を超えて指定短期入所療養介護を受け  
ている場合においては、30日を超える日以降に受けた指定短期  
入所療養介護については、療養病床を有する診療所における短  

期入所療養介護費は、算定しない。  
（4）～（7）（略）  
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